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■
は
じ
め
に

当
市
は
、
岩
手
県
の
沿
岸
南
部
に
位
置
し
、
三
陸
復
興

国
立
公
園
の
代
表
的
な
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
碁
石
海

岸
や
三
陸
沿
岸
の
最
高
峰
五
葉
山
県
立
自
然
公
園
な
ど
を

擁
す
る
自
然
豊
か
で
風
光
明
媚
な
ま
ち
で
す
。

　

昭
和
二
七
年
四
月
に
市
制
施
行
、
平
成
一
三
年
に
は
三

陸
町
と
合
併
し
、合
併
建
設
計
画
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、

各
種
の
都
市
基
盤
や
産
業
基
盤
の
整
備
を
図
り
、
三
陸
沿

岸
地
域
の
拠
点
都
市
の
一
つ
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
当
市
で
は
死
者
・
行
方
不
明

者
が
四
一
九
人
、
全
壊
・
大
規
模
半
壊
な
ど
の
建
物
被
害

が
五
，五
九
二
世
帯
に
及
ぶ
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
（
令
和
三
年
九
月
末
現
在
）。

　

同
年
一
〇
月
に
、
向
こ
う
一
〇
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
市
復
興
計
画
を
策
定
し
、
国
か
ら
の
絶
大
な
財
政
支
援

は
も
と
よ
り
、
国
内
外
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
復
興
を
合
言
葉

に
、
市
民
生
活
や
産
業
・
経
済
の
復
興
、
都
市
・
産
業
基

盤
の
再
建
な
ど
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
国
の
第
一
期
復
興
創
生
期
間
の
終
期

と
と
も
に
、
令
和
二
年
度
を
も
っ
て
市
復
興
計
画
は
完
了

し
、ほ
ぼ
当
初
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
各
方
面
か
ら
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ

り
、
紙
上
を
お
借
り
し
て
、
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

特
に
も
、
市
復
興
計
画
期
間
中
に
お
き
ま
し
て
、
一
年

以
上
の
長
期
に
及
ぶ
だ
け
で
も
、
北
は
北
海
道
稚
内
市
か

ら
、
南
は
沖
縄
県
沖
縄
市
に
至
る
ま
で
、
全
国
各
地
か
ら

延
べ
四
六
九
名
も
の
職
員
等
の
派
遣
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
数
多
く
の
復
旧
・
復
興
事
業
は
、
派
遣
さ
れ
た
方
々

の
ご
尽
力
な
く
し
て
成
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

改
め
て
関
係
自
治
体
、
民
間
団
体
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼

岩
手
県

働き方改革の取り組み働き方改革の取り組み

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
新
た
な
時
代
を

切
り
拓
く
行
政
経
営
の
確
立
に
向
け
て

大
船
渡
市
企
画
政
策
部
企
画
調
整
課
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申
し
上
げ
ま
す
。

■
当
市
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

当
市
の
人
口
は
、
震
災
前
の
平
成
二
二
年
度
の
約

四
一
，〇
〇
〇
人
か
ら
、
令
和
二
年
度
に
は
約
三
四
，

〇
〇
〇
人
と
、
こ
の
一
〇
年
間
で
約
七
，〇
〇
〇
人
減
少

し
て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
一
二
年
に
は
三
万
人
を
割

り
込
み
二
九
，六
六
八
人
、
さ
ら
に
令
和
二
二
年
に
は

二
四
，〇
五
六
人
と
急
速
に
減
少
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、当
市
職
員
数
（
た
だ
し
、派
遣
職
員
を
除
く
）
は
、

早
期
復
興
を
目
指
し
、
膨
大
な
復
旧
・
復
興
事
業
の
完
遂

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
二
二

年
度
四
一
一
人
、
令
和
二
年
度
三
九
九
人
と
、
一
二
人
の

削
減
、
約
三
％
の
減
少
率
に
と
ど
ま
り
、
部
門
に
よ
っ
て

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
で
は
、
当
市
と
同
水
準
の
人

口
規
模
の
自
治
体
に
比
べ
、
一
割
程
度
多
い
現
状
に
あ
り

ま
す
。

　

復
興
需
要
の
収
束
に
伴
い
、
個
人
及
び
法
人
市
民
税
が

減
収
し
つ
つ
あ
る
な
ど
、
今
後
、
財
政
運
営
が
厳
し
さ
を

増
し
て
く
る
中
、人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、

労
働
力
の
確
保
を
は
じ
め
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
公
共
交
通
の
維
持
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
停
滞
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
な
ど
各
方
面
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
三
月
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
を

は
じ
め
、
社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
の
進
展

な
ど
当
市
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
変
化
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
令
和
三
年
度
を
初
年
次
と
し
、
一
〇
年

後
の
将
来
都
市
像
を
「
と
も
に
創
る　

や
す
ら
ぎ
に
包
ま

れ　

活
気
あ
ふ
れ
る　

三
陸
の
に
ぎ
わ
い
拠
点　

大
船

渡
」
と
す
る
「
大
船
渡
市
総
合
計
画
二
〇
二
一
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
適
正
な
定
員
管
理
に
計
画
的

に
取
り
組
み
つ
つ
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
の
変
化

に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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■
復
興
後
を
見
据
え
た
事
務
事
業
の
見
直
し
着
手

振
り
返
っ
て
、
当
市
で
は
、
大
震
災
以
前
に
、
市
総
合

計
画
の
進
行
管
理
に
あ
た
り
、
政
策
ご
と
に
、
事
務
事
業

を
は
じ
め
、
そ
の
上
位
の
基
本
事
業
及
び
施
策
の
各
段
階

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
指
標
の
達
成
度
や
課
題
等

を
検
証
す
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
本
格
的
な
運
用
が
定
着
し
つ
つ

あ
る
と
こ
ろ
で
、東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
二
三
年
度
か
ら
当
面
の
間
は
、
各
種
復
旧
・
復
興
事

業
に
注
力
す
る
た
め
、
行
政
評
価
は
、
事
務
事
業
段
階
で

の
評
価
に
と
ど
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
復
興
計
画
登
載
事
業
の
進
展
や
、
東
日
本

大
震
災
を
契
機
と
し
た
新
た
な
事
務
事
業
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
多
様
化
す
る
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
な
ど
か

ら
、
平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
一
般
会
計
と
特
別
会
計
合

わ
せ
て
約
二
八
七
億
円
だ
っ
た
当
市
の
歳
出
決
算
額
は
、

平
成
二
四
年
度
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
大
震
災
前
の
約
三
．
五

倍
と
な
る
約
一
，〇
二
八
億
円
ま
で
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
復
興
計
画
登
載
事
業
の
進
捗
と
と
も
に
、

徐
々
に
予
算
規
模
は
縮
小
へ
と
転
じ
た
も
の
の
、
平
成

二
六
年
度
に
お
い
て
も
大
震
災
前
の
約
二
．
五
倍
と
い
う

状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
七
年
度
に
入
り
、

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
復
興
後
の
持
続
可
能
な

行
政
運
営
を
見
据
え
、
事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
さ
ら
に

精
査
す
る
と
と
も
に
、各
種
事
務
事
業
の
見
直
し
（
休
止
、

統
合
、
廃
止
）
を
全
庁
的
に
検
討
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
職
員
か
ら
、「
類
似
組
織
の
統
合
と
い
っ

て
も
、
活
動
内
容
が
異
な
る
た
め
統
合
で
き
な
い
」、「
事

務
事
業
の
縮
減
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
」、

「
市
民
へ
の
説
明
が
難
し
い
」、
さ
ら
に
は
、「
復
旧
・
復

興
関
係
の
業
務
多
忙
で
余
裕
が
な
い
」
な
ど
否
定
的
な
声

が
上
が
り
ま
し
た
が
、
各
部
署
で
の
検
討
、
副
市
長
や
関

係
部
長
に
よ
る
協
議
に
よ
り
、
見
直
し
対
象
と
し
て
四
八

件
選
定
し
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
、
設
置
目
的
が
重
複
す
る
協
議
会
な
ど
か
ら
の

脱
退
を
は
じ
め
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ
る

補
助
金
の
廃
止
、交
付
目
的
が
類
似
す
る
補
助
金
の
統
合
、

参
加
実
績
や
活
動
実
績
が
少
な
い
協
議
会
か
ら
の
脱
退
及

び
解
散
な
ど
八
件
に
つ
い
て
早
期
に
取
り
組
み
、
残
り
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四
〇
件
に
つ
い
て
も
、
毎
年
度
、
四
半
期
毎
に
進
行
管
理

し
て
い
る
市
行
政
改
革
実
施
計
画
に
登
載
し
、
見
直
し
を

進
め
ま
し
た
︒

　

そ
の
結
果
、
利
用
者
が
減
少
し
て
い
た
勤
労
者
福
祉
施

設
の
廃
止
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
の
、
小
規
模
な
補
助
金
・
負
担
金
の
削
減
や
使
用
料
・

手
数
料
の
見
直
し
な
ど
が
中
心
で
、
復
興
・
復
旧
事
業
の

早
期
完
遂
が
最
優
先
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
総
じ
て
抜
本

的
な
改
革
・
改
善
に
は
至
ら
ず
、
大
き
な
課
題
の
ま
ま
残

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

令
和
三
年
三
月
の
「
大
船
渡
市
総
合
計
画
二
〇
二
一
」

の
策
定
に
合
わ
せ
、
市
総
合
計
画
の
進
行
管
理
を
担
う
行

政
評
価
に
つ
い
て
、
以
前
は
基
本
事
業
、
そ
の
上
位
の
施

策
に
つ
い
て
、
別
々
に
評
価
し
て
い
た
も
の
を
一
本
化
し

て
評
価
す
る
な
ど
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
大

震
災
以
前
と
同
様
、
事
務
事
業
か
ら
施
策
ま
で
評
価
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
検
証
の
結
果
や
重
点
施
策
の
選
定

な
ど
を
翌
年
度
の
予
算
編
成
や
職
員
配
置
の
最
適
化
等
に

反
映
さ
せ
る
取
組
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
行
政
評
価
は
、
事
務
事
業
は
も
と
よ
り
行
政
活

動
の
結
果
を
振
り
返
り
、
そ
の
成
果
を
次
の
計
画
策
定
や

実
施
過
程
に
反
映
さ
せ
、
行
政
運
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
お
い
て
、
そ
の
改
革
、
改
善
を
進
め
る
糸
口
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
大
変
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
庁
的
に
行
政
評
価
に
取
り
組
む
中
で
、
事
務
事
業
や
施

策
の
在
り
方
に
つ
い
て
広
く
議
論
す
る
機
会
が
増
え
、
職
場

全
体
で
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
大
な
り
小
な
り
事
務
事
業
の

改
革
・
改
善
に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
を
通
し
て
、
職
場
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
評
価
結
果
の
公
表
を
通
じ
て
、
単
に
行
政
情
報

の
市
民
と
の
共
有
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
職
員
が
使
命
感
を

持
ち
、
よ
り
一
層
意
欲
的
に
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
意
識
改
革
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
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■
取
組
体
制
の
強
化

本
年
四
月
一
日
、
国
か
ら
当
市
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ

れ
、
大
船
渡
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定
し
た

際
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
約

二
一
三
億
円
か
ら
、
令
和
七
年
度
に
は
大
震
災
以
前
と
同

水
準
の
約
一
八
五
億
円
ま
で
縮
小
を
図
る
こ
と
と
す
る
財

政
計
画
を
合
わ
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
職
員
や
予
算
規
模

を
縮
減
し
、
自
治
体
規
模
に
見
合
っ
た
行
政
経
営
体
制
を

確
立
し
て
い
く
に
は
、
並
大
抵
の
努
力
で
は
成
し
得
な
い

も
の
で
あ
り
、
職
員
全
員
が
、
こ
う
し
た
危
機
感
を
共
有

し
な
が
ら
改
革
・
改
善
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
四
年
度
当
初
予
算
要
求
に
当

た
っ
て
は
、
各
部
署
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
に
任
せ
る
だ
け
で

な
く
、
行
政
評
価
の
結
果
を
も
と
に
企
画
調
整
・
総
務
・

財
政
の
主
要
三
課
合
同
で
検
討
を
重
ね
、
客
観
的
に
見
て

検
討
を
要
す
る
と
判
断
し
た
要
求
内
容
の
見
直
し
に
加

え
、
中
・
長
期
的
な
視
点
で
の
公
共
施
設
や
組
織
の
在
り

方
、
さ
ら
に
は
、
日
常
業
務
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
別
途

各
部
署
に
検
討
を
求
め
る
な
ど
、
取
組
の
更
な
る
強
化
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
各
種
復
旧
・
復
興
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
た

数
々
の
成
果
を
礎
に
、
こ
れ
か
ら
市
総
合
計
画
を
着
実
に

推
進
し
な
が
ら
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
（
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
）
の
下
、
職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
の

着
実
な
実
施
、健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
提

供
し
て
い
く
た
め
、
一
連
の
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
定
着

化
は
必
須
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

前
例
踏
襲
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
改
革
・
改
善

を
意
識
し
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中
、
廃
止
や

縮
小
、
重
点
施
策
の
戦
略
的
な
展
開
、
さ
ら
に
は
、
組
織

体
制
の
見
直
し
な
ど
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
行
政
経

営
の
確
立
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。


